
ことしも元気いっぱいに
「さあ/みん怠で元気よくもちつ てのもちつきに元気いっぱし1。あ

きだ」大和町内会子ども会では、 白さんの合いの手で大小のキネを

12月3日ひと足早い正月を迎えて 振りおろす子どもだちの身倒耳、明

もちつき大会を労働会館で行った。 日への力強いいぷきガ満ちている。

中学生から小学生まで、はじめ

， ， ，・ ι。

ことしもみんな元気で頑張ろう。
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新年を迎えてさらに一層の飛躍を

輝か Lぃ希望にあふれる新春を迎え、町民的

皆さんのご健康を心からお祝い申し上げますと

ともに平紫からのl町政に対するご理解とご支援

に対L深〈感謝申し上げます。

昨年は、春以来の好天候に恵まれ、特に水稲

においては史上 はじめての大型作となりました

ことは、良家的方々的努力的l協と心 からおぴ申

し上げます。一方、町政的面におきましては、

激動する経済情勢に対応し公共事業を制極的に

推進し、待望的今金町立幼稚困惑設、白石寿町

家建設をはじめ、八東宮内下情架換工事、神丘

6線線道路改良事業等、生活環境、基盤斑備事

業が昔|匝flどおり推捗されましたことは、これひ

とえに町談会並びに町民の皆さんの町政に対す

る力強いご支援の11¥，¥と深く敬:U"を表Lます。

本年は、さらにこれまでの縦進のうえに立っ

て、生きがいのある"今金町建設前のために人

間優先的町政を梢極的にとり進めてまいりた い

と存じます。 この意味において、本年は中学校

統合校合的建設、国保病院のIl'l改築事業を目玉

とLて、皆さまの生活環境の盤備充実に最普の

努力を傾注するfifr1'Fですので、 一層のご支媛、

ζ 指導をお願い申し上げます。

昭和54年の新容にあたリ、町民的皆さまのご

多幸とご繁栄を，し、から祈念して新年のごあいさ

つといたします。

町民的皆線、謹 Lんで新春をお祝い申し上げ

ます。昨年は図的大型子釣の実施や公定歩合的

引下げなど111政、金融問聞かり景気浮紡対策が

講じられましたが、円高を始的構造不況のもた

らす企業経首の不振等により、はかばか Lい回

復を示さないままに新年を迎えました。

わヵ、町内におき ましても水田利用再編による

米同生産抑制、明治乳業今金工場の閉鎖問題等

厳 Lい問題もあり 、地方自治体は昨年に引き続

き一層的創立工夫 と最大内努力を重ねて町政的

推進に取り組まなければなりません。

また議会といた Lまして L、執行機関と対立

関係にあるもめではな〈相互関墜を図りながら、

それぞれの柄阪を適切に行使することにより行

政目的を実現するものといわれております。

従 って理事者 L議会ι町民各位向意見や要望

をi直確に見定的将来展望に立って、町政の施策

的選択にあやまりないよう機会と執行機関とが

真剣な討議を行い、町内予IHIIと町民各位の布巾l
向上に粕進する決意でありますので御型鮮と御

協力を切望{~、たすものであります。

IIIねて申し上げますが、今こそ町民的皆械と

一体となってIII大な転換WIに対応し、心22か主

町づく りを推進する覚悟であります。

年頭にあたリ議会を代表して所目的一端を 1:11

し述べ併せて町民皆憾の御地IJ寄をお祈りして新

年の御挨拶といた Lます。
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三
十
九
年

間
に
わ
た
り

消
防
団
員
と

し
て
住
民
の

生
命
財
産
を

守
り
続
け
て

き
た
奥
原
留

交
通
手
放
を
な
く
し
た
い
、
な
ん
と

か
死
傷
事
故
を
防
ぎ
た
い
と
は
誰
れ

し
も
が
願
う
こ
と
な
の
に
、
現
実
は
、

そ
う
し
た
み
ん
主
の
願
い
を
片
っ
ぱ
し

か
ら
打
ち
破
ら
れ
て
い
く
。

昨
年
十
二
月
十
三
日
、
住
吉
で
大
型

卜
ラ
ソ
ク
の
衝
突
に
よ
り
二
名
の
死
者

が
出
て
か
ら
、
あ
と
十
五
日
で
交
通
事

故
死
セ
ロ
三
百
六
十
五
日
(
一
年
)
に

な
ろ
う
と
す
る
と
き
、
痛
ま
し
い
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

事
故
は
十
一
月
二
十
八
日
、
午
後
四

時
四
十
分
ご
ろ
、
金
原
小
四
年
生
の
中

治
さ
ん
(
花
右
・

ω歳
)
に
秋
の
叙
動

γ

で
勲
七
等
青
色
柄
薬
草
が
贈
ら
れ
、
十

二
月
八
日
道
知
事
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
奥
原
さ
ん
は
、
昭
和
十
三
年
十
月

に
花
右
消
防
組
に
入
組
、
林
業
の
か
た

わ
ら
消
防
活
動
に
努
的
、
四
十
一
年
十

一
一月
か
ら
五
十

一
年
五
月
、一

線
を
退

く
ま
で
花
石
分
団
副

団
長
と
し
て
部
下
団

員
の
統
卒
、
指
揮
に

あ
た
り
コ
ツ
コ
ツ
と

消
防

一
筋
に
歩
み
続

け
て
き
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

五
今
回
が
町
道
除
雪
区
間
と
な
り
ま
す
。

除
雪
車
の
運
行
は
、
第

一
に
市
街
地

や
国
・
道
々
に
接
続
す
る
路
線
、
次
に

毎
日
町
通
学
路
を
は
じ
め
、
生
活
道
路

な
ど
の
玉
県
道
蕗
を
優
先
的
に
行
う

一

級
路
線
と
そ
の
他
の
二
級
路
線
に
分
け

効
率
的
に
迅
行
し
ま
す
。

さ
ら
に
、

国
道
ニ
七
七
号
線
に
お
い

て
は
昼
夜
と
も
に
二
車
総
が
確
保
さ
れ

る
ほ
か
、
道
々
八
一
事
1
A
Z
識
は
開
発

建
設
部
が
来
一男
同
除
雪
セ
ン
タ
ー
を
基

地
に
し
て
行
い
、
今
金
|
北
柏
山
線
、

丹
羽
|
A
益
線
、
鈴
岡
線
、
金
原
線
、

旭
台
線
、
光
台
極
川
線
は
土
木
現
業
所

で
強
力
に
推
進
さ
れ
ま
す
。

路
上
駐
車
の
あ
る
道

路
は
除
雪
し
ま
せ
ん

一
方
、
交
通
争
政
防
止
の
た
め
に
強

力
な
除
雪
の
態
勢
を
組
み
ま
し
た
が
、

除
雪
の
敢
大
町
敵
役
山
波
な
路
上
駐
車
。

除
占
す
る
道
路
や
駐
車
場
に
早
帆
ま

で
車
を
放
置
し
て
あ
る
場
合
は
、
そ
の

叫切断
的
除
当
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
台
の

車
の
せ
い
で
、
何
制
か
の
人
々
が
諸
誠
心

山
朱
子
ち
ゃ
ん
が
自
転
車
に
乗
っ
て
学

校
か
ら
帰
る
途
中
、
家
ま
で
あ
と
五
百

川川
の
と
こ
ろ
で
反
対
側
か
ら
来
た
無
謀

な
追
い
越
し
車
に
は
ね
ら
れ
、
回
日
時
病

院
に
運
ば
れ
ま
し
た
が
顕
が
い
内
出
血

な
ど
で
約
二
時
間
後
に
死
亡
し
ま
し
た
。

現
場
は
道
々
北
柏
山

l
今
金
緑
町
南

岸
道
路
の
ゆ
る
い
カ
ー
ブ
で
、
小
雨
が

降
り
見
通
し
が
悪
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

前
方
車
内
す
ぐ
後
方
か
ら
急
に
追
い
越

そ
う
と
し
て
対
向
車
線
に
出
た
直
後
、

朱
子
ち
ゃ
ん
を
は
ね
飛
ば
し
た
も
の
で

す
。
金
原
小
学
校
の
児
重
や
先
生
た
ち
、

そ
れ
に
肉
親
の
悲
し
み
は
胸
が
は
り
さ

け
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
ょ
う
。

各
地
で
毎
日
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
起

き
る
死
亡
事
故
、
被
害
者
も
加
害
者
も

一
瞬
の
っ
ち
に
不
幸
の
ど
ん
底
に
お
ち

入
る
#
惨
な
事
故
は
、
明
日
に
も
み
な

給
料
報
酬
額
を
改
正

臨

時

町

議

会

第
七
回
臨
時
町
議
会
は
十

一
月
二
十

三
日
開
か
れ
、
町
職
貝
給
与
条
例
、
特

別
職
の
報
酬
額
等
条
例
の
一
部
改
正
、

各
金
引
補
正
予
算
な
ど
議
案
十

一
件
を

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

こ
の
談
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
と

は
次
同
士
お
り
で
す
。

〈
〉
町
職
員
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
く
に

市
街
地
の
片
側
駐
車
に
な
っ
て
い
る
路

上
は
、
和
雪
に
よ
り
一
層
路
隔
が
狭
く

な
り
、
李
議
中
山
政
の
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
駐
車
場
に
世
く
よ
う
み
ん
な
で

協
力
し
ま
し
ょ
う
。

キ
メ
細
か
い
除
雪
は

み
な
さ
ん
の
協
力
を

除
雪
作
業
を
揺
率
的
に
キ
メ
細
か
く

す
る
た
め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
地

域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
か
主

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
せ
っ
か
く
玄

関
前
向
雪
投
げ
が
終
つ
た
め
に
、
雪
を

近
い
て
い
っ
た
」
と
戸
口
や
歩
道
人
口

を
』
さ
が
れ
た
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す

が
、
実
態
と
し
て
は
機
械
技
術
や
緊
急

を
要
す
る
除
蓄
の
性
格
上
、
限
界
が
あ

り
や
む
を
え
な
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
家
の
ま
わ
り
や
小
路
町
雪
は
町

内
会
や
近
附
の
方
々
が
協
力
し
合
っ
て

処
理
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

雪
捨
て
場
は
例
年
と
同
じ
く
今
企
橋

東
側
三
百
U

川
町
場
市
で
す
。
こ
れ
以
外

的
場
所
、
特
に
排
水
な
ど
に
は
絶
対
投

げ
な
い
よ
工
)
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
年
、
屋
根
に
積
も
っ
た
雷

や
?
?
り
な
と
が
路
上
に
落
ち
て
、
歩

行
者
が
怪
我
を
し
た
り
不
幸
な
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。
雪
お
ろ
し
は
怠
り
な

く
早
的
に
行
い
た
い
も
の
で
す
。
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12月1日カ、ら

違法駐車に厳罰
行政処分の対象

i主反古数jffl]J支が

導入され、運転免

許の取消し件止処

分の対象になりま

す。

O道路上を車の保管場所と。 つ占

して使用した場合 一
O長時間の駐車の場合

(昼間で1211~'1問、夜 tUlで・ l点
811寺問を越える場合)

b 違法駐車は、除雪の障害となるばか

りでなく、運転者にきつい*おしお

き愉カ叶寺っているといえそってP す。

，
 

さ
ん
自
身
の
上
に
起
き
か
ね
ま
せ
ん
。

H

輪
過
犠
牲
は
も
っ
た
く
さ
ん
で
す
。

。

今
年
、
町
内
町
交
通
事
故
発
生
は
十

一

月
末
現
在
で
二
十
件
と
昨
年
同
期
に
比

べ
五
併
の
増
、
負
川
向
者
も
六
人
増
の
一一一

十
人
が
重
軽
傷
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
冬
期
間
は
積
雪
、
吹
雪

と
道
路
条
件
は
最
悪
で
す
。
車
を
遥
転

す
る
入
、
道
路
を
歩
く
入
、
町
民
の
ひ

と
り

一
人
が
毎
日

「事
故
を
起
こ
さ
な

い
し
「
事
故
に
あ
わ
な
ど
と
い
う
意

識
を
強
く
も
っ
と
同
時
に
、
運
転
者
、

歩
行
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
自
分

円
行
動
に
責
任
を
も
っ
た
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
が

最
も
た
い
せ
つ
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
職
場

・
地
域
家
族

く
る
み
で
、
毎
日
交
通
妥
全
を
呼
び
か

け
、
確
か
め
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

給
与
改
定
に
準
じ
て
、
町
職
員
の
給
料

が
平
均
三
六
%
改
普
さ
れ
ま
し
た
。

マ
高
校
再
初
任
給
は
七
万
六
千
六
百
円

(千
七
百
円
の
引
上
げ
)
マ
短
大
卒
初

任
給
で
八
万
一
千
四
百
円
(
二
千
百
円
)

マ
大
会
卒
初
任
給
は
九
万
五
百
円
(
一
一

千
五
百
円
の
引
上
け
)

〈
〉
特
別
職
の
報
酬
額
、
給
料
額
の
改
正

特
別
職
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
よ
り

十
二
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
め
ら

れ
ま
し
た
。
(
カ
ソ
コ
内
は
改
定
前
向
額
)

マ
町
長
四
十
八
万
円
(
四
十
二
万

五
千
円
)
マ
助
役
三
十
八
万
内
(
二
一

十
四
万
円
)
マ
収
入
役
及
ぴ
教
育
長

三
十
四
万
円

(三
十
一
万
円
)
マ
議
長

十
三
万
五
千
円
(
十
万
円
)
マ
副
誌
長

十
万
五
千
円
(
八
万
五
千
円
)
マ
常
任

委
貝
長
九
万
六
千
円
(
八
万
円
)
マ
議

員
九
万
円
(
七
万
五
千
円
)
リ
角
額

マ
牒
業
委
貝
会
長
年
額
二
十
万
円

(
十
五
万
円
)
マ
同
代
硬
十
八
万
円

(
十
三
万
円
)
マ
同
委
員
十
七
万
円

(
十
二
万
円
)
マ
教
草
貰
長
十
八
万

五
千
円
(
十
五
万
円
)
マ
副
委
員
長
十

七
万
円
(
十
三
万
円
)
マ
問
委
員
十

六
万
円
(
十
二
万
円
)
マ
選
挙
管
理
委

貝
長
九
万
五
千
同
(
七
万
二
千
円
)

マ
同
委
員
及
び
民
生
協
力
総
務
委
員

八
万
円
(
六
万
円
)
マ
民
生
協
力
委
貝

七
万
円
(
四
万
八
千
円
)
マ
民
査
委
只

1
談
会
選
出
者
十
五
万
円
(
十
二
万

円
)
マ
同
学
識
経
畷
者
十
八
万
円
(
十

五
万
円

)
l以
上
年
額

。

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
令
れ
ぞ
れ
二
千
五
十
六
万

一
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
二

十
七
億
五
百
五
十
三
万
二
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

追
加
の
お
も
主
も
の
は
安
部
義
雄
氏

に
伴
う
町
葬
費
に
三
一
百
三
十
六
万
九
千

円
、
給
与
及
ぴ
報
酬
額
改
定
に
よ
る
人

件
費
一
千
九
万
五
千
円
、
日
進
地
区
開

拓
地
良
道
一
等
補
修
事
業
負
担
金
に
百
七

十
五
万
六
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
L
歳
入
は
、
町
税
一
千
二

百
四
十
六
万
六
千
円
の
ほ
か
、
葬
儀
費

用
負
担
金
に
百
十
二
万
三
千
円
が
見
込

ま
れ
ま
し
た
。
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私
た
ち
の

7

チ
M

い
ま
か
ね
ω

を
よ
り
住
み
よ

く
す
る
た
め
町
で
は
、
生
活
環
境
、
経
済
基
盤
、

社
会
福
祉
の
整
備
充
実
を
柱
に
、
こ
と
し
も
普
通

建
設
事
業
費
に
九
億
五
千
七
百
万
円
、
災
害
復
旧

工
事
費
に
二
億
四
百
万
円
に
の
ぼ
る
事
業
を
計
画

し
ま
し
た
が
、
初
冬
を
迎
え
て
今
が
最
後
の
追
い

込
み
。

今
月
は
、
今
年
度
の
お
も
な
建
設
工
事
の
進
め

具
合
と
、
ま
も
な
く
完
成
す
る
施
設
を
紹
介
し
ま

す。完成しまずまもなく
の街一ぷy 

‘ 

健
康
で
快
適
な
生
活
環
境

に
明
る
い
太
陽
と
緑
些
ー
か
主

街
づ
く
り
を
!
と
、
二
年
前

か
ら
進
め
て
い
る
高
美
公
園

の
造
成
事
業
、
今
年
度
は
二

千
六
百
万
円
で
中
央
線
通
り

入
口
に
野
外
ス
テ
ー
ジ
や
噴

水
池
、
問
校
線
側
に
公
衆
便

所
が
建
設
さ
れ
、
明
年
は
緑

の
芝
生
や
植
樹
が
行
わ
れ
ま

す。

e 

-
チ
ブ
タ
ウ
シ
ナ
イ
線
林
道

開
設
事
業
消
防
庁
舎
横

か
ら
御
似
団
地
を
過
ぎ
た
四
・

五
J
地
占
、
か
ら
光
台
ス
キ
l

場
に
通
じ
る
一
千
五
百
日
川
町

林
道
が
事
業
賀
函
千
七
百
八

十
万
円
で
士
一
月
完
均

鮪
川
線
，
喧
円

宮

古

{
向

』

り
p
h

迫
=?
 

役
場
=
」

ヂ京
e 

-Aづ金幼
稚
園
建
築
工
事

川
年
三
月
に
定
成
し
ま
す
町
立
幼
柑

附
は
、
現
凶
令
凶
州
中
央
制
姐
リ
側
に

今
年
壮
大
の
ド
巾
H

説明日
一
億
一
千
九
百
万

円
を
投
入
し
て
工
中
は
急
ヒ
γ
チ
。
敷

地
而
利
八
千
七
百
平
方
灯
に
鉄
筋
コ
ノ

ク
リ
l
ト
一
部
欽
竹
広
リ
平
屋
建
て
、
床

山
村
六
百
六
十
一
一
平
方
いい
の
近
代
地
誌

は
、収
容
定
只
凶
ザ
級
で
百
六
十
人
四

月
に
は
凶
・五
歳
児
が
入
凶
で
き
ま
す
。

.... 

-
白
石
舞
の
家
新
築
工
事

部

落

の

人
た
ち
の
研
修
、
集
ム
冨
施
該
、

ブ
ロ

Y
7
平
家
建
て
百
十
七
平
方
υ
川、
事

業
費
一
千
二
一
百
万
円
十
二
月
完
時

，・園田園田園'

-
八
芸
百
の
下
橋
架
換

五
十
一
年
度
か
ら
約

工
、
二
年
次
で
下
部
工

と
取
付
道
路
工
事
を
終

り
、
本
年
度
は
上
部
工

事
費
に
二
千
百
五
十
万

問
、
議
岸
工
事
即
日
に
一
一

千
二
百
万
円
を
か
H
1

三
年
次
で
総
事
業
費
一

億
五
千
万
円
を
投
入
。

艶
備
さ
れ
た
河
川
に

延
長
六
十
九

・
八
灯
、

幅
只
六
い
則
的
立
派
な
橋

が
完
成
し
ま
し
た
。

-
教
員
住
宅
新
築
工
事
架
日
刊
に

一

棟
二
戸
、
へ
き
地
教
貝
住
宅
は
金
原
、

神
丘
地
区
に
各
一
棟
二
戸
、
総
工
事

費
二
千
百
六
十
二
万
円
。

(6 ) 

-./ 

-
豊
田
線
道
路
改
良
工
事

二
年
次
を
迎
之
、
本
年
度

は
延
長
四
百
五
十
灯
を
事
業

費
三
千
五
百
万
円
で
実
施
、

計
画
改
良
延
長
三
千
五
百
灯

完
了
は
五
十
六
年
度
を
目
標

に
生
器
地
さ
れ
ま
す
。

-
中
央
通
り
線
中
央
橋
架
換

五
十

一
年
度
で
九
百
三
十

υ
を

一貫
し
た
町
道
中
央
線

街
路
事
業
は
、
本
年
度
中
央

柿
下
部
工
事
を
二
千
七
百
万

円
で
‘
明
年
上
部
工
事
延
長

三
十
二

・
五
灯
、
幅
只
十
五

い川
町
橋
梁
と
道
々
八
雲
線
か

ら
今
金
中
学
校
前
ま
で
四
百

三
十
H

川
町
街
路
が
完
碕

-
神
丘
+
号
線
改
良
舗
装
工
事

川
年
三
百
れ
砲
行
に
続
い
て
五
百

幻
が
千
三
百
五
十
万
円
で
側
議
完
7
.

-
神
丘
六
線
線
道
路
改
良
工
事

三
年
次
を
迎
え
、
本
年
度
は
七
百

八
十
八
灯
、
事
業
費
五
千
万
円
、
残

る
千
六
百
四
十
灯
は
二
年
計
画
で
。

品百
-・-ー哩明哩ー・
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金
の
か
か
ら
な
い
、
き
れ

い
な
選
挙
を
実
現
す
る
に
は

有
権
者
ガ
、
政
治
家
や
候
補

者
な
ど
巳
金
を
使
わ
せ
怠
い

よ
う
巳
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。こ

の
趣
旨
か
ら
、
昭
和
五

十
年
に
公
職
選
挙
法
ガ
改
正

さ
れ
、
寄
附
の
禁
止
を
は
じ

め
、
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙

実
現
の
た
め
の
制
度
改
正
ガ

行
わ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

制
度
を
改
め
る
の
み
で
問
題

は
解
決
さ
れ
る
も
の
で
怠
く、

き
れ
い
怠
選
挙
を
実
現
す
る

巳
は
、
有
権
者

一
人
一
人
の

平
素
か
ら
の
山
ガ
ま
え
が
、

最
も
必
要
な
こ
と
で
す
。

選挙特集

選挙をめざして
公職選挙法

選挙特集

金のかからない

こう変わった

A
寸
春
四
月
に
行
わ
れ
る
統

一
地
方
選
挙
の
期
日
は
道
知
事
、
道
議
会
議
員
選

挙
が
四
月
八
日
、
町
長
、
町
議
会
議
員
選
挙
が
四
月
二
十
二
日
に
決
ま
り
、
す

で
に
事
前
通
勤
が
展
闘
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

公
職
選
挙
法
的
改
正
は
、
い
ず
れ
も
寸
選
挙
の
公
正
の
確
保
」
と
寸
金
の
か

か
ら
な
い
選
挙
L

の
実
現
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
か
ら
‘
私
た
ち
も
、
そ
の

内
容
を
十
分
認
識
す
る
と
と
も
に
、
み
ん
な
で
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
向
実
現

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

i
i
E

今
度
で
九
回
目

こ
の
禁
止
の
穆
レ
自
は
、
選
挙
運
動
の

円

k
h
M
M
U
Y
の
統
一
地
方
選
挙
開
始
の
時
期
を
定
的
る
こ
と
に
よ
っ
て

「

の

+

漣

ご

、

道

知

事

吉

一

各

候

型

的
辺
扇
町
ス
タ
ー
ト
を
で
き

/
忠
明
一
、

月
十
四
日
、
道
議
る
だ
け
同
時
に
行
わ
せ
、
無
用
円
競
争

J
W

会
塾
長
二
一月
二
を
避
吋
る
こ
と
に
そ
の
ね
ら
い
が
あ
る

・
6

十
七
日
、
町
長
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
議
ム
互
融
貝
が
凶
し
た
が
っ
て
、
買
収
や
戸
別
訪
問
的

月
十
五
日
に
そ
れ
ぞ
れ
告
-一小さ

1

れ
、
激
し
い
選
挙
戦
が
ス
タ
l

一

ト
し
ま
す
が
、
問
題
は
年
始
の
「

事
前
運
動
で
す
。
公
職
選
挙
法
に
お
い

て
選
挙
込
訪
は
、
選
挙
の
期
日
が
告
示

さ
れ
立
候
補
の
届
け
出
が
終
っ
て
か
ら

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
そ
れ
以
前
に
行
う
運
動
、
す
主

わ
ち
事
前
運
動
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

寄
附
の
禁
止

〈
〉
公
職
選
挙
法
上
の
寄
附
の
意
義

寄
附
と
は
、
財
産
上
町
利
益
を
与
え

文
は
事
}
れ
ら
を
与
え
る
こ
と
を
約
束
す

る
こ
と
で
あ
り
、
花
輪

・
供
花
・
香
典
・

祝
儀
・
記
念
品
又
は
見
舞
品
等
も
、
こ

の
法
律
で
い
う
「
寄
附
」
に
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
〉
公
職
の
候
補
者
等
の
寄
附
の
禁
止

公
職
の
候
補
者
等
(
立
候
補
平
定
者

及
び
現
在
公
職
に
あ
る
者
を
含
む
。
)

が
選
挙
区
内
向
者
に
行
う
寄
附
に
つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
た
が

現
実
に
は
、
日
常
、
冠
婚
葬
祭
を
は
じ

め
い
ろ
い
ろ
な
名
巨
に
よ
る
寄
附
が
行

わ
れ
、
そ
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
、
選
挙

に
金
が
か
か
る
大
き
主
原
因
と
主
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
金
の
か
か
ら
な
い

選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
政
党
や
政
治
団
体
に
対
す
る
寄
附
」

「親
族
に
対
す
る
寄
附
」

「
政
治
講
習
会
等
に
お
け
る
実
設
を
補

償
す
る
」

場
合
を
除
き
、
如
何
な
る
名
目
で
あ

っ
て
も
選
挙
区
内
向
者
に
寄
附
す
る
こ

e 

枚
、
町
村
長
選
挙
に
あ
っ
て
は
二
千
五

百
枚
(
そ
れ
ぞ
れ
公
臓
の
候
補
者

一人

に
つ
い
て
)
と
立
っ
て
い
ま
す
。

実
費
弁
償
及
び
報
酬

の
額
の
基
準

♀
霊
弁
償
の
額

川
選
挙
運
動
に
従
事
す
る
者
(
事

務
長
を
含
む
。)

マ
鉄
道
貨
鉄
道
旅
行
に
つ
い
て

路
程
に
応
じ
旅
客
運
賃
等
に
よ

り
持
出
し
た
実
曲
目
対

船
穴
水
路
旅
行
に
つ
い
て
路

程
に
応
じ
旅
香
運
賃
等
に
よ
り

算
出
し
た
実
山
口
組

車
賃
陸
路
旅
行
(
鉄
道
旅
行

マV 

キ
」
除
く
。)
に
つ
い
て
路
位
に
応

じ
た
笑
両
日
制

宿
必
料
(
食
事
料
二
食
分
を
含

む。)
一
夜
に
つ
き
七
千
円

弁
当
料

一
食
に
つ
き
五
百
円

一
日
に
つ
き
千
五
百
円

マ
茶
菓
料
一
日
に
つ
き
三
百
円

ω
労
務
者

マ

鉄

道
一
灯
、
船
賃
及
び
平
行
H
(
山

に
掲
げ
る
額
と
同
じ
。
)

マ
宿
泊
料
(
食
事
料
を
除
く
。)

一
夜
に
つ
き
六
千
円

。
報
酬
の
額

川
選
挙
迅
動
に
従
卒
す
る
者
(
事

務
員
に
限
る
。)

マ
基
準
日
額
四
千
五
百
円
以
内

ママ
事
前
運
動
に
注
意

よ
う
に
選
挙
運
動
期
間
中
も
祭
止
さ
れ

て
い
る
行
為
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
個

々
而
接
と
か
、
箪
諸
に
よ
る
選
挙
迩
副

主
ど
選
挙
迩
動
期
間
中
な
ら
で
き
る
行

為
で
あ
っ
て
も
、
届
け
出
前
に
行
え
ば

い
っ
さ
い
事
前
通
頑
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

後
援
団
体
等
の
立
札

看
板
等
の
掲
示
制
限

政
治
活
動
用
立
札
、
看
板
等
で
公
職

の
候
補
者
等
同
氏
名
文
は
後
援
団
体
的

名
称
を
表
示
す
る
も
の
は
一
定
的
数
の

範
囲
内
(
知
事
選
挙
は
十
枚
、
道
議
選

挙
は
六
枚
、
町
村
の
聾
轟
頁
、
町
村

長
町
選
挙
に
つ
い
て
は
四
枚
)
で
、
一

事
務
所
ご
と
に
そ
の
場
所
に
お
い
て
二

枚
以
内
を
限
度
に
掲
示
す
る
も
の
(
縦

百
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
十
セ

/
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
選
挙
管
理
委
貝

会
的
交
付
す
る
表
示
を
し
た
も
の
)
以

外
は
す
べ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
選
挙
運
動
用
通
常
棄
容
の
枚
数
制
限

選
挙
運
動
用
通
常
葉
容
の
枚
数
は
、

町
村
議
会
議
員
選
挙
に
あ
っ
て
は
八
百

物「被-52 ママ (2)
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一
二
月
は
当
然
届
け
出
前
で
す
の

で
、
私
た
ち
有
材
者
は
と
く
に
注
意
し

き
れ
い
に
す
ご
し
た
い
も
円
で
す
。

一
般
的
に
政
党
的
公
認
を
求
め
る
行

為
や
推
せ
ん
会
的
関
川
市
な
ど
の
立
候
補

準
備
行
為
、
選
挙
運
動
費
尉
の
調
達
司

運
動
員
町
内
交
渉
な
ど
の
選
挙
運
動
準

他
行
為
、
政
治
団
体
が
行
つ
政
治

活
動
、
年
賀
主
ど
の
社
会
的
主
行

為
を
、
通
常
的
時
期
、
通
常
の
内

容
で
行
わ
れ
た
場
合
、
手
前
運
動
で
な

い
と
考
え
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
や
り
方
に
よ
っ
て
は
地
反

に
主
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
事

前
に
町
選
挙
管
理
委
貝
会
事
務
局
へ
開

会
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
選
挙
一
ロ
メ
モ

(81 

選
挙
人
名
簿
の
登
録

四
月
の
統
一
地
方
選
挙
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
か
な
、
最
も

関
心
の
深
い
選
挙
で
す
が
、
選
挙
権

を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
人
名

簿
に
登
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
絶
対

条
件
で
す
。

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
要
件

は
、
ま
ず
年
齢
が
二
十
歳
以
上
で
あ

る
日
本
国
民
で
、
引
き
続
き
三
ヶ
月

以
上
今
金
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
他
市
町
村
か
り
転
入

し
て
き
て
、
転
入
届
を
さ
れ
ま
す
と
、

今
金
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
新
規

町
名
聾
桑
王
事
と
し
て
処
理
し
、

後
目
、
登
録
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

登
録
自
の
一
つ
は
、
定
時
登
録
と

い
っ
て
毎
年
九
月
一
日
現
在
で
、
三

ヶ
月
以
上
継
続
し
て
今
金
町
に
住
民

登
録
の
あ
る
人
が
九
月
十
日
に
登
録

さ
れ
ま
す
。
(
臼
年
9
月
1
日
現
在
の

登
録
者
は
六
千
五
亘
一
十
一
人
で
す
)

も
う
一
つ
は
、
選
挙
時
登
録
と
い

っ
て
、
選
挙
の
と
き
に
告
示
が
知
ら

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
数
日
前
に
登
録

の
「
基
準
日
」
が
定
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
基

4
日
現
在
で
、

一-一ヶ
月
以
上

継
続
し
て
今
金
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
人
が
「
告
示
日
」
の
直
前
に
登
録

さ
れ
ま
す
。

~ 

自
治
省
と
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

で
は
、
昨
年
成
人
を
迎
え
た
人
、
ま

た
は
今
年
成
人
と
主
ら
れ
る
人
を
対

象
に
、
新
有
笠
宮
と
し
て
の
感
想
、

ま
た
は
選
挙
を
経
験
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参

加
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
の
感

想
文
を
次
的
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
昭
和
お
年
1
月
1
日

か
り
昭
和
泊
年
ロ
月
白
日
ま
で
に

z

生
ま
れ
た
人
。

一
マ
標
題
内
容
に
す
c
わ
し
い
も
の

一
マ
字
数
二
千
字
以
内
(
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
五
枚
以
内
)

マ
締
切
り

日

年
1
月
幻
自
ま
で

マ
提
出
先
北
海
道
選
挙
管
理
委
貝

会
ま
た
は
町
選
管
事
務
局
、

マ
選
考
道
に
お
い
て
応
募
作
品
の

う
ち
か
ら
ニ
ね
を
選
ぴ
中
央
審
査

会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

マ
入
選
突
表
三
月
下
旬
、
各
選
挙

管
理
委
員
会
を
通
じ
て
本
人
に
通

知
し
、
同
時
に
協
会
党
行
の
広
報

誌
の
私
た
ち
の
広
場
。
に
佳
作
以

上
の
氏
名
を
発
表
、
最
優
秀
作
品

は
同
誌
に
全
文
を
掲
載
す
る
。

マ
賞
最
従
属
円
一
鮪
五
万
円
、
入
賞

五
位
一一万
円
、
佳
作
主
竿
名

一
万

円
、
自
治
大
匡
及
び
明
る
い
選
挙

推
進
協
会
長
の
賞
状
を
授
与
す
る
。

9
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乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら
満
三

歳
未
満
児
の
入
院

・
通
院
賛
同
自
己

負
担
分
を
全
額
助
成
し
て
い
ま
し
た

が
、
五
十
四
年

一
月
一
日
か
ら
六
歳

未
満
ま
で
の
幼
児
向
入
院
社
に
つ

い

て
も
自
己
負
担
ダ
が
全
額
助
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま

L
Pも

六
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
入
院
さ

れ
、
入
院
医
療
貨
を
支
払
い
ま
し
た

ら
、
そ
の
領
収
白

・
印
鑑

位
脱
保

険
既
を
持
参
の
つ
え
、
役
格
制
祉
課

編
制
保
へ
申
概
し
て
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
等
医
療
費

助
成
も
拡
大
さ
れ
る

母
子
家
庭
ま
た
は
両
親
の
い
な
い

塞
庭
内
義
務
教
育
終
了
前
向
児
、
主
乞

対
象
に
入
院
賛
同
助
成
を
行
っ
て
き

ゃ

の

』

ん

写

一

、

)

月

ち

女

よ

さ

プ

係

ル

町

ヵ

郎

な

し

子

ヅ

報

。
輩6

太

気

で

れ

ぬ

ナ

広

午
a

南

歳

金

元

る

の

ス

一

4
1

(

2

が

る

い

で

向

。

D

女

ん

い

て

ま

常

い

「
ん

2

ん

さ

で

似

桂

日

さ

庁比

向

。

母
ん
が

3

ど
だ

{家

ん
ち

保

呼

自

主
〈

F
さ
香

の
で
な

中

土
せ

ナん

明

理

所

称

き

轟

記

寄

-

b
融

由

育

霊

大

事

日

お

一

h
r

田

保

町

・

再

生
を

村

r
ん
子

写

睡
真

ま
し
た
が
、
今
回
、
そ
の
内
容
を
児
童

向
通
院
政
(
歯
科
を
含
む
)
及
び
母
親

の
入
院
授
に
つ
い
て
も
五
十
四
年

一
月

一
日
か
ら
助
成
さ
れ
る
こ
と
に
主
り
ま

し
た
。助

成
の
対
象
と
な
る
方
向
申
請
に
よ

り
受
給
章
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

役
場
福
祉
課
福
祉
係
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
貌
在
発
行
し
て
い
る
児

童
向
入
院
受
給
者
証
に
つ
い
て
も
更
新

し
ま
す
の
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
年
金
受
給
は
現
況
届
を

老
齢
年
金
、
通
釣
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
方
は
、
引
き
続
い
て
年
金
を
受

け
ら
れ
る
枚
利
が
あ
る
か
ど
ワ
か
を
確

か
め
る
た
め
に
「
義
者
向
現
況
届
し

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
、
厚
生
年
金
保
険
に
つ
い

いますのでご協力願います.

.転居Lたら忘れずに届け出を

他市町村へ転出するときや、町

内で住所を変更 Lた場合は転居周

けを出 Lてください。転居届けが

ないために、転居先不明で郵促物

が配達出来ず差し出し人に返送さ

れます。異動があ った句役場住民

係へ届け出をお忘れな〈 。

.野犬掃とうを 3月まで実施

野犬掃とつを来年 3月い っぱい

実施 Lています.~由雄は!1Il殺を行

います町で、野放し飼いは絶対に

しないょっご注意ください。

.自家用と殺の属出と密殺防止

1月 5固までは休業しますので、

12月30日午前8時まてーに集制所へ

出 してくださし」

・水道の木抜書をお忘れ屯:( 

例年冬になると多〈の修理申 L込

みがあり、そのほとんどがijJ!結です。

お出かけのとき‘おやすみ前に

は、戸じまり や火気占検とと Lに

必ず木造的水抜きをしましょう 。

凍結して熱泌をかけても木が出

口口口 町盟 口

25F虻~そもl
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aロロ

12月 1白から道路受通法ガ改

正されだのに伴い、自転車や自

転車用反射器材などの安全基準

ガ統 され、その形式基準に合

格しだことを証明する CTSマ

-'JJ ガ制定されまし疋。

マフ表示の対象となるのは

①自転車②自転車用反射鴇材③

高速道路で軍ガ故障したときに

使う惇正表示器材@レッ力一周

けん弓開異ーの4種類です。

安全基準の内容耳、例えば自

転車だと、車体の大きさやブレ

ーキの性能、まだ高速道商で使

う停止表示器ld:200メートILの

距離から確認できるものーなど、

それぞれ情造や性能について定

められています。

CT Sマーフ」は、お買い求

め¢際の製昌明J定の墓準にある

とともに、あ1;J.t:を守 る 哩2全

マ 'J"で9。
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/
 乳

幼
児
の
医
療
費
助
成

消費生活だより

自転車・停J..t

表示器材等に

TSマーク

て
は
毎
年
一
月
十
五
日
に
、
国
民
年
金

は
毎
年
二
月
十
五
日
ま
で
で
す
.
現
況

属
的
用
紙
(
は
が
き
)
が
本
人
あ
て
に

送
ら
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
用
紙
に
住
所
・

氏
名
印
鑑
を
抑
し
‘
役
場
で
町
長
町

証
明
を
受
け
て
徒
出
し
て
く
だ
さ
い
。

固
感
謝
し
ま
す

・
社
協
愛
情
銀
行
に
預
託
・
払
い
出
し

マ
加
牒
ハ
ソ
さ
ん
(
日
の
出
町
)
か
句

亡
夫
生
存
中
の
お
札
と
し
て
三
万
円

吉
μ舟
図
に
、
二
万
円
を
光
の
虫
学

図
へ

マ
中
山
一
倍
さ
ん

(
鈴
金
)
か
ら
亡
き

娘
の
芥
典
返
し
と
し
て
三
万
円
を
光

町
虫
学
凶
へ

マ
今
金
7
y
予
/
グ
サ
ー
ク
ル

(代
表

田
中
初
代
さ
ん
)
か
ら
五
千
円
を
光

町
皇
学
国
へ

マ
佐
藤
公
一
之
(
高
美
町
)
か
句
オ
ル
ガ

ン
(
中
古
)

一
台
を
光
の
皇
学
園
ヘ

マ
八
束
中
央
百
年
団
(
代
表
沢
口
忠
克

さ
ん
)
か
ら
新
米
一
俵
を
盟
寿
国
へ

午前中

午前中

宮町② 0324

ft(③5321 

ft 3022 

宮 ② 0221

E②∞57 

自家用と して生後 1年未満の豚

めん羊、牛などを無腐けのまま 、

と苗場外でと殺解体 L食用に供す

ることは、と苗場法で禁止されて

います。

自家用と殺の許可を受けよ うと

する者は、と殺干定日 の 2目前ま

でに今金保健所長へ屈出て 、 八~

と斎場を利用してください。

.休日当番医

2日 北楠山町国保柑院

3日 今金町国保病院

7日 今金町古田医院

14日 北神山町国保病院

15日 瀬棚町崎崎医院

21日 今金町国保病院

28日 今金町岩間1医院

ないときは早的に町内給水工事指

定庖に連絡して修理して〈ださい。

b多国鉄工所(南町)② J108

b北村ポンプ庖(昭和町) ② 0552 

b光生電気閉会(本町) @0155 

b梅本股備(八幡町)②0039

.給与支払報告書の提出は早目に

給与支払報告白は従業只が 1月

1日現在に住んでいる市町村ご と

に総括表を添えて、直接、該当す

る市町村に、また、源I出徴収司令は

給与支払報告岱と分離 L、町役場

税務課へ 1月31日までに提出して

< f.ごさも、。

.工業統計関査にご協力を

毎年、 12月31日現在で全国一斉

に工業統計測査が築地されます。

この間査は、製造業を営むすべ

ての事業所と、その本庖・支庖を対

象に実施さ札るも ので、国勢制査

と並よ最も霊安な制査の一つです。

年始町お忙しい中を捌査只が伺

-ある自のあなた・ 写真をさしあげます.

-役場 ・国保病院の年末年始休み

年末年始的役場事務は、 12月31

日から l月 5日まで{木ませていた

だきます.

何かとご不便でしょうがよろ L

くお願い Lます。 なお、死亡届、

捜火葬などお急さのご用は日直貝

にお申し出〈ださい.

国保病院は次のとおりです。

12月30日 午後から休診

12月31日-1月 2日全

l月 3日 午後から休診

1月 4日全休

1月 5・6日 午後から休診

l月 8日から平'品どおり

なお、 !.t'，者輸送車は12月31日か

ら1月 5日まで運休します。

・年末・年始のゴミ L尿収集

北部神山衛生センタ では冬期

間も全力をあげてコfミし尿の収集

に努めますが、例年12月31日か句

イ木

ふ
れ
あ
い
の
心
が
結
集

⑤@⑧⑮ 

光

の

里

学

園

の

収

穫

祭

......../ 

抽
庄
日
ム
口
に
あ
る
光
の
虫
学
凶

で
十
一
月
二
十
六
日
、
悶
生
た
ち

が
股
凶
で
作
っ
た
作
物
的
出
来
栄

え
を
祝
う
収
槌
祭
が
に
ぎ
や
か
に

聞
か
れ
た
。

今
年
で
四
回
目
を
迎
、え
た
収
機

六
歳
未
満
児
の
入
院
費
が
無
料
に

'1~ 質
問
コ
ー
ナ
ー

(問
)
二
年
生
に
な
る
男

C
Tで
す
。

よ
く
忘
れ
物
を
し
て
困
り
ま
す
。
と
の

よ
う
に
指
導
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

マ

忘
れ
物
の
内
容
を
務
理
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
教
科
書
な
ど
の
学
用
品
で
あ

れ
ば
、
前
の
日
に
親
の
立
場
か
句
、
も
確

か
め
さ
せ
、
時
間
表
を
見
て
調
べ
る
ク

セ
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
先
生
か
ら
特
別
指
示
さ
れ
た

も
の

(学
用
品
代

・
コ
ン
パ
ス
や
色
鉛

錐
)主
ら
性
格
が
附
係
す
る
よ
う
で
す
。

「
町
ん
び
り
や
」

「そ
そ
っ
か
し
ゃ
」

と
い

っ
た
子
に
多
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
主
干
眼
か
、
ノ
!
ト
に
メ
モ
さ

せ
る
。
帰
っ
た
ら
す
ぐ
用
意
さ
せ
る
‘

と
い

っ
た
方
法
が
よ
い
よ
う
で
す
。

(
問
)
二
一
年
生
町
子
ど
も
で
す
。
「
姐

強
し
な
さ
い
L

と
い
っ
て
も

J
坦
ん
で

か
ら
や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

-
編
集
後
記

。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
さ

い
ま
す
。
広
報
紙
同
配
布
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
郁
市
町
内
会
長

・
班
長
さ

ん
、
昨
年
中
は
大
変
お
也
誌
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
子
、

こ
と
し

も
い
ろ
い
ろ
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

砲
祭
は
、
応
般
に
駆
け

つ
け
た
高

校
生
や
地
域
内
人
た
ち
で
い

っ
ぱ

い
。
集
会
施
恋
の
な
い
学
凶
で
は

作
業
場
を
特
設
舞
台
に
し
て
泌
芸

大
会
を
開
催
。
と
く
に
柏
山
北
高

町
ー
女
生
徒
は
毎
回
特
別
出
掛
し
て

い
る
だ
け
あ
っ
て
手
品
や
ピ
ン
ク

レ
デ
ィ
ー
の
物
ま
ね
を
に
ぎ
や
か

ニ
庄
枠
内

間
生
た
ち
も
桁
衣
、
は

っ
ぴ
姿

の
ソ

l
ラ
ン
節
や
劇

(句
。日
)
を

熱
抽
出
、
ま
た
父
兄
の
民
話
や
制
倒

的
供
同
志
会
の
人
形
劇
と
利
訂
に

川町む
の
出
し
物
を
弘
山
し
ム
刊
ヲ
主

と
、

A

れ
あ
い
の

む
が
結
集
し
た

会
場
は
笑
い

の
渦
と
拍
手
が
に
さ

や
か
に
続
い
た
。

と
口
ば
か
り
達
者
で
す
。
本
当
に
心
配

な
の
で
す
。

V

一
・
二
年
生
の
こ
ろ
の
悲
踏
の
し

つ
け
が
で
き
て
い
主
い
よ
う
で
す
ネ
「勉

強
ヤ
y
タ
ヨ
己
と

い
う
子
ど
も
さ
ん
の

答
え
の
中
身
を
、
親
と
し
て
確
認
し
な

か
っ
た
の
も
原
図
的
一
っ
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

三
年
生
に
主

っ
て
も

と

い

う

古

は
、
勉
強
ぎ
ら
い

の
遊
び
仲
間
が
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
友
達
ど
う
し
で
寸
勉

強
を

一
時
間
し
た
あ
と
で
遊
ぶ
U

と
い

う
約
束
を
さ
せ
る
と
よ
い
の
で
す
が
、

親
ど
う
し
で
話
し
合
い
、
子
ど
も
に
理

解
さ
せ
る
こ
と
も

一
つ
の
方
法
で
す
。

ま
た
、
「
勉
強
し
な
さ
い
日
と
ポ
ン

ヤ
リ
と
い
い
つ
け
る
の
で
は
ダ
メ
で
す
。

勉
治
的
計
画
、
目
あ
て
に

つ
い
て
話
し

合
っ
て
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
場
合
年
齢
差
を
考
え
‘
決
し
て
無

理
の
な
い
目
あ
て
を
持
た
せ
る
こ
と
で

す
。
欲
ば
り
過
ぎ
て
、
尻
を
た
た
い
て

も
決
し
て
よ
い
結
果
が
生
ま
れ
主
い
の

で
す
。
(
神
丘
小
学
校
長
西
里
貞
嘉
)

。

こ
と

ιの
新
年
号
を
元
旦
に
お

届
け
す
る
た
め
‘
十
二
月
号
は
本
号
と

合
併
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
政
と

家
庭
を
結
よ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
み
な

さ
ん
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
親
し
み
の

あ
る
広
報
紙
を
め
ざ
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
意
見

・
ご
希
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

(

企
画
課
広
報
係
)
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緑
と
花
の
あ
ふ
れ
る
街
に

す
べ
て
の
航
物
に
は
、
生
育
的
限
界

温
度
が
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
の
品
、
の

温
度
で
生
育
を
続
け
ら
れ
る
杭
物
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

と
く
に
温
室
植
物
に
と
っ
て
、
北
海

道
的
冬
は
凍
死
温
度
を
は
る
か
に
越
え

る
寒
き
で
す
か
ら
、
大
な
り
小
な
り
冬

の
対
策
を
、」
う
じ
な
い
と
枯
死
し
て
し

ま
い
ま
す
。

U
と
つ
の
め
や
す
と
し
て

は
、
そ
の
純
物
が
耐
え
ヲ
る
最
低
仙
度

を
知
り
、
そ
れ
に
沿
っ
た
設
備
や
越
冬

プk
v一
一

対
策
を
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
で
す
。

と
く
に
、
そ
の
植
物
が
冬
の
間
に
も

生
育
、
開
花
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
も
の
、

あ
る
い
は
‘
株
だ
け
保
訓
幽
す
れ
ば
よ
い

も
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
、
冬
に
開
花
す
る
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
カ
ト
レ
ヤ
、

冬
咲
き
ベ
コ
ニ
ア
、
カ
ル
セ
オ
ラ
リ
ア

な
ど
は
、
ど
う
し
て
む
存
の
ょ
っ
な
出

度
昔
剛
悼
の
出
来
る
眼
房
が
必
設
と
な
リ

ま
す
が
、
株
だ
け
保
護
す
れ
ば
よ
い
マ

ー
ガ
レ
γ
ト
、
ハ
イ
ド
ラ
ン
ジ
ヤ
、
ン

⑫ 

鉢
も
の
植
物
冬
の
手
入
れ

ヤ
コ
サ
ボ
テ
ン
、
プ
リ
ム
ラ
、
メ
ラ
コ

イ
デ
ス
な
ど
で
は
、
五
度
C
位
の
低
出

で
冬
越
さ
せ
る
こ
と
ち
で
き
ま
す
。

前
者
は
生
育
開
花
さ
せ
る
必
要
上
、

水
や
肥
料
を
秋
と
同
じ
よ
一
ヲ
に
や
ら
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
が
‘
叫
川
温
で
越
h
h

、
で
き

る
も
の
に
は
肥
料
は
い

っ
さ
い
や
ら
ず

鉢
土
を
乾
か
し
気
味
に
し
、
ひ
た
す
ら

耐
諜
力
を
つ
け
て
春
を
ま
つ
よ
う
な
管

理
に
」
ま
す
。
主
お
室
内
に
置
〈
附
場
合

は
、
出
広
一
不
足
に
よ
っ
て
花
が
い
た
む

こ
と
が
あ
リ
ま
す
の
て
、
制
物
を
保
秘

す
る
ケ
l
ス
な
ど
に
入
札
て
管
離
さ
れ

る
と
よ
い
で
し
ょ
三

-

私

た

ち

の

郷

土

h

・4
3『

R-m
nいま
か
ね
。
を

，E1
-7
Ju
r
緑
と
花
の
あ
品
れ

a-
る
美
し
い
街
に
と
、

開
北
八
I
1
周
年
記
念
で
町
花
に
選
ば
れ

た
チ
ュ

l
リ
y
プ
を
中
心
に
、
こ
の

一

年
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
が
‘
こ
の
間

皆
さ
ま
よ
り
州
葺
白
な
経
験
談
や
心
強
い

ご
支
援
を
引
き
布
雌
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
秤
は
も
う
す
ぐ
で
す
。
皆
ん
な
で

進
め
て
い
る
花
い

っ
ぱ
い
巡
動
L
い
ろ

い
ろ
と
ア
イ
デ
ア
を
は
口
し
あ
っ
て

ぜ
ひ
町
の
花
チ
ュ
り

y
Z」皆
さ
ん

で
育
て
咲
か
せ
よ
っ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

(
農
業
改
良
北
H

及
只
奥
升
忠
男
)

圃
歯
み
が
き
に
お
母
さ
ん
も
大
奮
闘

入
日
半
前
向
児
賛
同
た
的
に
年
三
回
、
町
が

一
行
っ
て
い
る
フ
ソ
ソ
的
制
改
布
が
十
一
月
十

一日
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
品
闘
を
み

が
く
幼
児
と
お
母
さ
ん
は
大
和
闘
。
指
導
に

あ
た
る
先
生
も
「
毎
日
闘
を
み
が
く
こ
と
を

実
行
し
て
ね
」
と
お
手
伝
い
に
汗
だ
く
だ
。

前月に

比べて

人口 9.439(-15) 

国 4.619(-4) 

女 4.820(-11) 

世情 2.708(-1)

(li月30日現在的)
住民基本古帳人口
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商
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-
感
謝
の
自
に
園
児
が
派
出
所
を
訪
問

女
議
官
会
藷
淵
婦
の
お
巡
り
さ
ん
、
い

つ
も
ご
苦
労
さ
ん
と
、
勤
労
感
謝
向
日

に
ち
な
み
今
金
小
百
合
保
育
園
田
空
一十

人
が
今
金
警
部
派
出
所
を
訪
れ
、
み
ん

な
で
作
っ
た
パ
ト
カ
ー
の
ち
ぎ
り
絵
を

贈
っ
た
あ
と
、
吉
田
所
長
と
警
察
の
仕

事
に
つ
い
て
か
わ
い
い
質
問
を
か
わ
す
、

な
こ
や
か
な
交
流
の
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。
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